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22う妊娠を契機に発症した左腺腰部横隔膜
ヘルニアのま治験例
藤沼 康雄車大川 窃S
小池 輝明由広野 逐援 (新潟大学第二外孝献
言 ;明石
なまを保 健鳴沢臣胴盲勝 賊を立柿崎病院外糾う

望7歳ア曳-性 妊娠盟5過量こ含隣Lた左鷹綴部横隔膜-ル

･･r'∴､巨Jl･:了Z経鞍上 :.帖~:･..̀＼亘'r;立 食畑1,7-吊与･､LILt､

より横隔膜中東部かど)那-ルエアが疑われた 工廠酌南ア

嚇直なとでレウス痘状を転uたため経胸的闘腸管を軽擬

した -ルエア門は径3㍍mで横隔膜弛緩症を合研Lて

いたため露層法に嘩巨｡て横隔膜を補強閉錘とた 術後は

塩解りトトリン静狩を､巾よるヂ瀦収縮デ蘭をチiい経過良好

術前の検診での賞線等逓送で左横隔膜弛緩症狛あったこと

か確認されたかノ＼ル--ア細野鬼は認が溝唐招こか-,プ∴

望諾うゴアテ､ソタスか.-卜を用いた胸壁再建術
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胸壁瞳脇切除後の胸壁再建に-ぎwjアナノタスソ--卜を用

いた;蓬例の経験を報嘗-する 胃癌肋櫛転移予悪性中皮腫,

悪性線酵憎組織球腫横紋筋夢勾経がそれぞれ且例である

年令は汚職～79才ヤ切陰肋骨艶は謁-項本ヲ胸壁欠損の

る嵐がないように縫合した 術後の尊厳性呼を艶は守門…首題

となどきず,気管貯㌢i-ノブは手術蔓で抜管Lて帰等を山た

術後感毅を起こLた症例転なく予胸壁再建に∴fアナilj

A-_ ∴i∴-主∴:/･::亨■＼:I,二･.

望射 先天性食道閉鎖症をこ高度甘さ精霊艶 を来し
撃期に逆流防ま真二術を要した且例
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最近我 は々竪恩などの生命を脅かすような著明なUg慌艶

を来した症例に対L生後6絹で連流防止鮒を行い良好な

結濃を得たので報告する.

症例は存飴38遇9出生時体登盟57腹 の女児である乎

出生至当E3腎療造語嵐 3教則こ-----鐸当的限治術を行った中

その際上下の欝apはなく,W㌍山都食道の剥離は殆ど行わ

なかったか備後護別封銅こ行った透視で吻合部の狭窄,縫

合不全はなかったが∴智明なGlm を認艶 気道内逆

流から窒息を楽Lた.そこで経[封蒸散を禁書ロイ予習療よ

りの減圧と経腎療的をこ入れたそ一二指腹チ]_-プから経管
･~L石打:lj~･∴ †叫も;n(l吋 :;,_･ii'tL:.A":}斗舟;1工-~m川侶iLL<l

＼11<い=Tll.i十;.I(;∴ 車中が､†､告_立1./'JI,ll二L<甘言(I

で,内視鏡所見で下部食道は望em Lかなく短食道を認

長針艶mとな-,た申術後畷姓は消失しき順調な経過を
とっている.

望扇 迷Å輝slこよる乳児脇尋楕症の護例
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乳児期飛揚蚤覇症は夢tヨ常診療でしぼLばみ㌃)れる頻

度釣高い疾患であるが苧大部勤怠特発性でプ器質的原洞

を有するも制濃極めて少ないち最近ヲ我母は迷Å輝が起

因となって巌薮概を引き起こした且例を経験し′た..

症例は3丸田のPE]蔓ふき己も畢期より腸閉塞症状を示し 注

腸で回腸の腺蚤櫓症と診断し 開腹したところ亨園湯末

端よ机~‡側讃8cmの部をこ腰療病変があり,摘注目ノた,

組織学的をこ迷大鰐 冊扇Wich際型)と診断された.術

後経過は順調である匂若干の文献的考察を加えて審症例
を報菖するぁ

望6)腸重積症として発症した盲脱原発の
･伸上り十日 二･･＼陣こ､Il回

順 絡 粟- 掴 狭 く芳警貿霜 勘欄 院う
鈴本 伸撃遷宙蒋藤 博

毒壷科 清蛮漂 う長妻汚 損望 = ij 醐 j

腸轟:積症とLて発症したため比較的早期に診断予治療

を行うことができた盲腺原発の悪性リンパ腫を経験し/た
釣で緒祭する七

症傍服息且才の男児で右季肋部痛で発症したhUSで綴

局wu腎拡張症を疑われ当科紹介Å院となった串良覚症状に

乏Lく苧食欲は良好で排便もあり発熱もみに凍なかったN

血液検度では軽度の白血球増多をみるが労音二機能は正常で,

尿中VMAも陰性であった.US苧Cry予注腸検査の結

果,｢勝還啓症｣と診断し手術を施行した.酋腺に径5cm

の経癌があり太腹太腹型の勝義積をおこしていたや悪性

陸産に準じて拒3番部切除術をこ詑謡のリンパ節難病を加

∴∴上･軸if㌦二''的軒十-:J_‖… 17川付くirl恒1両10日1こlLi:-
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ceままもtypeで従来の細網内陸紅分解されるものであ-濃 さ

進達度は ssでヲリンパ節病巣はみられなかったq病期

分類では MW油y法のⅢ期であった.術後は良好をこ経

過し,現在化学療法を施行璃-3である.

詔7)呼吸困難を旦-逢した璽部上縦隔鼻音弘管肺に
対し VC艶 が潜効 した73､児例
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頚部上縦隔の経療により気管の著しい圧排像を示し

吸叢雛寺の陥没呼吸を伴-庸二5カ月の女磯例に対し 確定

診断のつかないまま神経原性臆病を疑って VC院を授

与したところ著明な症状U)経緯と腫癌の縮小を認めた

摘損Lた腫癌は組織学的に血管腫であVj悪性所見はなかVっ

㍗.

縦隔に発生する血管経は稀で治療法も稜 で々ある.今

回たまた禁VC登竜が著効Lたが,縦隔血管腫につき若

干の文献的考察を加え報祭日ノた.

28)神経芽腫 Sも鼠琵e貰V-S症例釣検討

奈喜 藷語潮 目 当望 楼駁 宗附属揃 う

一般に9小児腹部悪性固塑経慶卿巨で,神経芽睦は最

も予後不良であり,当艶 その治療には強力な化学療法

を主とする餐学的治療を要することが多も′､女Lかしや神

経芽経の中でも凱絶好だW-Sと分類き斬る 澱は,骨

醍,肝7皮膚-遠隔転移を有するに転的ぢ)ず㌢後は良好

で比較的軽度の治療により治癒することが多いや

当科で経験した St絶好醗軌-S症例は5例 (男児韻例J

管,いずれも転ケJ∃以内をごペ発症L,治療により全例生存

ti517

こて∴言.十 ∴＼蘭樟枠上三二L'里 ㍑州().川1(吊1∴

要衝は望例に生検を,3例に原発巣 (遍T3腎腫慶)の切除

を施行撃術後化学療法は1年以内の ぬmeS療法を行っ

た,

今回は,実際の症例を提示し 泰症の問題点につき検

宗達Lた.
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檻 慧窺蒜摘 院う

二日 rgj 終紺

を 同 泌尿器科)

緩篭蛮首轍鮒 院)

患者は,昭利鎚隼塊月別Fu描宥分娩にて男児とLノて潜

族歴聯妊娠経過をご鷹記すべきこと無しrtu離閥翌年5月盟を)

勘両側停留撃丸として当紬こ紹介され紅

両側小さな翠丸を鼠径管内に触紬 外性器は男性型で

あったが極めて儀鰍荻であった,

昭和62年鋸ほ9u染色体験鳳 末櫓血誹離礁げべて竣6I

XX.正常女性核型であった★

昭和6翌年H月27日染色体検査再検し 浸りgj細胞中8細

胞にY染色体を認めた廿後転夕XX〆穏6,XYモザイクで

め-)た.

尿道造影は完全に男性私 議E3腎症質かレモンァ性腺ホ

ルモンノなど糖に有為無し

昭和63年望則 紺 試験開腹.卵巣声子宮なし 鼠径部

の随感は亨肉眼的には左三撃丸 右:左に放し柔もかく

一段腎腫楓 迅速では左:教護し 右:多分寒丸との診断

も牽鋸ま卵巣撃丸の可能挽鮎考えられたが,摘除せず両

側襲丸園定衝を狩った,
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